
回転機能を備えた高感度全方向コンプトンカメラの小型化 
Miniaturization of a high-sensitivity omnidirectional Compton camera which is added 

rotation function 
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我々ガンマアイグループは、測定地から数 m以内にある表面線量 1 μ Sv/h程度以下の低線量 γ線源

の分布を遠隔地から短時間で可視化することを目的とし、CsI(Tl)結晶シンチレータと光電子増倍管を

用いた高感度全方向 γ 線コンプトンカメラの開発を行っている。先行研究では、検出器に回転機能を

加えることで再構成画像の大幅な画質向上が可能であることを示した（Muraishi et al., JJAP 59, 

090911(2020)）。本研究では実用化に向けて、小型で可搬性の優れた 6 チャンネル型のコンプトンカメ

ラの開発を遂行した。まず、光電子増倍管を従来の円筒型 PMT（φ4cm×13cm）からメタルパッケージ

型 PMT（3m×3cm×5 cm）に変更し、各カウンターの配置を工夫することで、検出器部分の大幅な小型

化・安定化を実現した。また、周辺装置についても、専用のプリアンプ基板及び電源基板を製作し、回

転ステージコントローラと Wi-Fi ルータを設置することで、DC12V、15W で検出器を動作、無線で遠

隔制御可能なシステムを構築した。電源供給をモバイルバッテリーから行うことにより、コンセント

のない場所での使用も可能とした。先行研究のコンプトンカメラの大きさはステージコントローラを

除いて 72×26×28cm であったが、本研究ではステージコントローラに加え Wi-Fi とシリアル-LAN 変

換装置も含めた状態で 51×21×23cm となった（Fig.1）。更に、結晶配置の最適化を行い、より高画質

な画像生成を目指した。実際にコンプトンカメラの正面 1m先に 22Na線源（645kBq）を配置し、90分

測定を行った際の再構成画像を Fig.2に示す。CNR（Contrast to Noise Ratio）の値は 44であった。先行

研究で得られた再構成画像の CNR の値は 35 であったことから、本研究で作成したコンプトンカメラ

は、先行研究で得られた画像と同等以上の優れた画質で再構成画像を取得できることが確認できた。 
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Fig.1: Compton cameras constructed in 

previous study (left) and this study (right). 

Fig.2: Reconstructed image of 511keV 

gamma-ray. 
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